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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和元年度第３回中郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

(１) 報告 (公開) 

前回の質疑に対する回答について 

(２) 協議（公開） 

地域活動支援事業について 

自主審議事項について 

(３) その他（公開） 

視察研修について 

４区（牧区、中郷区、板倉区、清里区）地域協議会委員合同研修会について 

３ 開催日時 

令和元年５月２３日（木）午後６時３０分から午後７時４５分まで 

４ 開催場所 

中郷区総合事務所 第４会議室 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委   員：荒川清尊、岡田雅範、岡田龍一、髙橋京子、髙橋達也、竹内昭彦 

竹内靖彦、松原功、水嶋敏昭 

・事 務 局：名倉浩中郷区総合事務所長、髙波義明次長(総務・地域振興グループ長

兼務)、横尾進市民生活・福祉グループ、教育・文化グループ長 

        総務・地域振興グループ  内田明浩班長、藤井寿季主事 

以下、総務・地域振興グループは総務Ｇ、市民生活・福祉グループは

市民Ｇ、教育・文化グループは教育Ｇ、グループ長はＧ長と表記 

８ 発言の内容（要旨） 
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【内田班長】 

・会議の開会を宣言 

【髙橋会長】 

  ・挨拶 

【内田班長】 

   ・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以

上の出席を確認、会議の成立を報告。 

【髙橋会長】 

・会議録確認：「竹内昭彦」委員と「荒川清尊」委員に依頼。 

・報告事項(１)の「前回の質疑に対する回答について」事務局の説明を求める。 

【内田班長】 

   ・資料Ｎｏ.１に基づき説明 

 【髙橋会長】 

   今ほどの説明について質問・意見等を求める。 

－全委員なし－ 

【髙橋会長】 

  特になければ、報告事項(１)の「前回の質疑に対する回答について」は、これで閉じ

ることとする。 

【髙橋会長】 

続いて、協議事項(１)の「地域活動支援事業について」事務局の説明を求める。 

【内田班長】 

・資料Ｎｏ.２に基づき説明 

【髙橋会長】 

今ほど説明があったとおりである。これから採択事業等を決定するにあたって、皆さ

んの質問・意見等を求める。 

   事務局に確認だが質問書を提案者に送った際に、予算がオーバーしているので減額

となった場合に対応できるかの共通質問をしているかと思うが、それに対する回答で

特記事項はあるか。 

【内田班長】 

   特にはない。全ての事業で対応できるとの回答である。 

【髙橋会長】 
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そのほか質問が無いようなので、先ず採択事業を決定することにしたい。基本審査・

採択方針の適合並びに総点数から判断した結果、いずれの事業も当区の採択基準を満

たしていることから、提案のあった全ての事業を採択したいと考えているが如何か。 

－全委員賛同－ 

【髙橋会長】 

全委員より賛同いただいたので、提案のあった全ての事業を採択することにする。続

いて、補助金の内定額についてだが４５７千円オーバーしているが、私案はあるか。 

【松原委員】 

   順位的には１２位となっている中郷中学校吹奏楽部保護者会は、楽器を２つ購入し

たいとするものだったと思うが、減額となった場合は減額分を保護者で負担すること

でしか調整が困難であると思われるので、このようなケースの場合は全額の内示とし

てもよいのではないか。 

【岡田委員】 

  参考資料にある平均率とはどういうものか。 

【内田班長】 

  予算配分額５,５００千円のところ要望額が５,９５７千円なので、約７．７％オー

バーしていることから７．７％が平均率となり、各要望額に７．７％をかけて減額分を

算出している。 

【岡田委員】 

  順位づけが、「良いか」「悪いか」は別として、この様に順位をつけた訳なので、そ 

の辺も加味した方が良いのではないか。 

【髙橋会長】 

  採点で順位がついているので、それも一つの方法として考えられる。 

【竹内(靖)委員】 

  全てを採択するのには異論はないが、時間をかけて採点して評価しているので、ラ

ンクを設けないと採点した意味がないのではないか。 

【髙橋会長】 

  一般的に考えれば、平均率で行うのが妥当かと思うが、これに順位を考慮して算出

することとすればよいか。 

【岡田委員】 
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  全事業を減額するのを前提に、順位の１位から１５位までの値引き率を少しずつ変

えていくのはどうか。 

【松原委員】 

  １５事業あるので、順位の１位から５位までは減額なし、６位～１０位を○％減額、

１１位以降を○％減額というふうにしてはどうか。 

【岡田副会長】 

  資料２-２の棒グラフを見ると、１位と２位が突出していて、３位と４位が続いてい

る。残りは同じくらいとなっているのが分かる。傾斜配分で行うことでどうか。 

【岡田委員】 

  仮に、１位から５位までを３％の減、６位から１０位を５％の減、１１位以降を１

０％の減にすると、不足が１４５,６３０円となる。このように％で調整してみてはど

うか。 

【岡田委員】 

  １位から４位を５％の減、５位から１０位を８％の減、１１以降を１０％の減と、１

位から３位を５％の減、４位から１０位を８％の減、１１以降を１０％の減、の２例に

ついて試算してみてはどうか。 

【髙橋会長】 

   事務局で試算願いたい。 

 【内田班長】 

   了解した。 

   試算の結果を報告する。試算１は、１位から３位を５％の減、４位から１０位が８％

の減、１１位以降が１０％の減とした場合で、補助額の合計で５４９万８千円となり

２千円余る状況となった。試算２は、１位から４位を５％の減、５位から１０位が８％

の減、１１位以降が１０％の減とした場合で、補助額の合計で５５２万３千円となり

２万３千円足りない状況となった。 

【髙橋会長】 

  試算１でよいか。また、２千円については、１位に加算することでよいか。 

－全委員賛同－ 

【髙橋会長】 

全委員より賛同いただいたので、補助金の内定額は試算１により算出することとし、
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不足額２千円については１位の事業に加算することとする。 

【髙橋会長】 

  皆さん、他に質問、意見等はあるか。 

－全委員なし－ 

【髙橋会長】 

  特になければ、協議事項(１)の「地域活動支援事業について」は、これで閉じるこ 

ととする。 

【髙橋会長】 

続いて協議事項（２）の「自主審議事項について」、スケジュールでは、６月に学校

関係者との意見交換会とあるが、事務局より説明を求める。 

【内田班長】 

  第１回の地域協議会の意見として「学校関係施設の改修や修繕」については、慎重

に進めていきたいとの意見が多数あった。そこで、自主審議スケジュールの中では６月

に学校関係者との意見交換会とあるが、まず、学校関係者で議論をしていただき、そこ

でまとめたものを提出していただいてからその内容について市の通常予算で行った場

合にいつ頃になるかなどを検討し、意見交換会を開催することにしてはどうかと考え

ている。そうなると、スケジュールが変更となるため、その辺も含めて協議をお願いし

たい。 

【髙橋会長】 

  今ほど説明があったとおり、慎重な審議を行うため、当初立てたスケジュールにこ

だわらず進めて行くこととして、６月の協議会ではある程度学校関係者でまとめた資

料が出てくると思われるので、それに基づいて審議を行い７月に入った時点で意見交

換会を行うこととしてよいか。 

【竹内(靖)委員】 

  学校関係者とはどの程度考えているか。 

【髙橋会長】 

  学校側で２名の他、ＰＴＡの役員、保護者の代表など数人と考えている。あと、行

政側として教育委員会窓口なども考えている。 

【竹内(靖)委員】 

  学校側の要望としては、ハード面の改修などの案件が多くなると思われる。実際に
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地域に住んで子育てをしている保護者の目線での要望を聞いておきたい。また、地域協

議会ではこんなことを審議しているんだという周知の意味も含め参集者に理解いただ

くことも、大事なことだと考える。 

【髙橋会長】 

  保護者については特定せずに、ＰＴＡの役員の方に声をかけていただく。たとえば、

小学校で５人、中学校で５人とか。その辺については、皆さんも次回の協議会までに考

えていただきたい。 

  大まかなスケジュールとしては、説明したとおり進めていきたいと考えている。 

【岡田委員】 

  先に学校関係者で協議してもらうということか。 

【髙橋会長】 

  そういうことである。学校側で協議して出てきた要望について、意見交換会を行う

前に皆さんと審議しておくことにより、有意義な意見交換会になるのではないかと考

えている。 

  細かなスケジュールについては、事務局と協議していくが、よろしいか。 

－ 全委員賛同 － 

【髙橋会長】 

  特になければ、協議事項(２)の「自主審議事項について」は、これで閉じることとす

る。 

【髙橋会長】 

続いて、その他（１）の「視察研修について」事務局の説明を求める。 

【内田班長】 

資料Ｎｏ.３に基づき説明 

【髙橋会長】 

今ほど説明があったとおりであり、今年度の実施時期や視察のテーマなどについて

次回までに考えていただきたいとのことである。この件について、何か質問、意見等は

あるか。 

－全委員なし－ 

【髙橋会長】 

   特にないようなので、その他（１）の「視察研修について」は、これで閉じること
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とする。 

【髙橋会長】 

続いて、その他（２）の「４区（牧区、中郷区、板倉区、清里区）地域協議会委員合

同研修について」事務局の説明を求める。 

【内田班長】 

資料Ｎｏ.４に基づき説明 

【髙橋会長】 

この件について、何か質問、意見等はあるか。 

－全委員なし－ 

【髙橋会長】 

   特にないようなので、その他（２）の「４区（牧区、中郷区、板倉区、清里区）地域

協議会委員合同研修について」は、これで閉じることとする。 

【髙橋会長】 

   事務局他に何かあるか。 

【内田班長】 

以上である。 

【髙橋会長】 

   委員の皆さんから、何かあるか。 

   地域支援活動事業の採択された方への通知はいつになるか。 

【内田班長】 

  ２７日に発送する。 

【髙橋会長】 

  他に発言がないため、これをもって、本日の会議を終了する。 

次回の会議は、６月２７日(木) 午後６時３０分から、「中郷区総合事務所」で行う

こととする。 

(終了 午後７時４５分) 

９ 問合せ先 

中郷区総合事務所 総務･地域振興グループ 

TEL：0255-74-2411（内線 165） 

E-mail：nakago-soumu.g＠city.joetsu.lg.jp 
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１０ その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


